行 事 報 告 書（研修）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：村田　節子
	 行 事 名
	　甲山森林公園・研修会

	実施日時
	平成　２９　年　６　月　８　日（木曜日）　１０　時～１４　時半　　天候：曇のち晴

	場　所
	　甲山森林公園　広域

	テーマ
	甲山森林公園の初夏の植物とモリアオガエル。

	講師
	児玉　勝久　講師

	聴講者数
	３１名

	内容
（項目と概要）
	前日に降雨あり、近畿地方にも「梅雨入り」宣言があったが、朝１０時には雨も上がり予定通り掲示板に集合。終日野外での観察・講義となる。　　　
今月の樹　ネズミモチ　名前の由来は熟した果実の色・形がネスミの糞に似、葉がモチノキに似ていることから。又、果実は薬効あり、鳥も知っているのか、早い時期に鳥が食べ実が無くなる。よく似ているトウネズミモチは葉脈が透けて見えるので区別がつく。（後で実際に観察できた。）
ウツギ（中が空洞なので空木という由来もあるが、固いので打つ木という由来もある。軽くて固い。垣根にしたり、木工用の釘として売れた。児玉講師が実際に１０㌢程度の１年枝・２年枝を持参され皆さんに回覧、なるほど解った。また、講師愛用の観察用スティックは空木の徒長枝を利用して自作されたものである。（軽くて固い。）
午前のコース（正面～道路を渡り山道～神呪寺～甲山自然学習館～甲山湿原観察園～モリアオガエルの池～北入口）　シロバナマンテマ（花）、ヤマモモの展葉（実をつけている枝は展葉していない。）、クリの雄花・雌花、ヤマコウバシ（雌木だけで結実する）、ヤブムラサキ（花）、テイカカズラ（花）、ハナショウブ（花）、クロガネモチ（雄木、雌木）、シソバタツナミソウ（花）、ムラサキニガナ（花）、コバノガマズミ（実）、ササユリ（花）、リョウブ（花）、ネズミモチ（花）、カマツカ（実）、ドクダミ（今が収穫時期）、ムクノキ（実）、ノハナショウブ（花）、アカメガシワ（花）、ナツハゼ（実）、カンサイスノキ（実）
モリアオガル（産卵中であったが我々に気付くと静止してかたまったままとなった。（失礼しました。）

午後のコース（北入口～展望台～県民の森～みくるま池～掲示板前）

ヤマハゼ（小葉は順不同に紅葉）、ヤマボウシ（満開）、クワ（実）、タイサンボク（花）、ナツツバキ（つぼみ）、イイギリ（実）など。
ミニ研修は鹿本郁代さんと藤原泰子さん。クイズ「歳の差」。１８歳と８１歳の違いを少し自虐的に、又、ユーモラスに班ごとに話し合う。バッチリ正解！納得と笑い！
資料：今月の樹「ネズミモチ」、甲山森林公園のガイド指針（７）。

	まとめ
感　想
	天気に恵まれ、多数の植物が観察できた。花や実をつけ成長シーズンだと実感できた。そして、ササユリ、モリアオガエルのベストチャンスに出合えてラッキーだった。
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